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いよいよ、 ほうれん草の初出荷！

懐かしき未来チームの鈴木夫妻が屋根の雪下ろしの助っ人に！

20222022--33月号月号

宮下　洋子
Hiroko Miyashita

本年、初出荷
　３月１日、法蓮草が、本年初出荷になりました。

まだ食べていないので、どんな味かわかりませんが、

きれいな法蓮草です。研修生の人たちと一緒に、皆

で楽しく収穫しました。ほうれん草を収穫した後に

は、苗づくりの為の温室を作ります。自家採種した、

トマトやナスやピーマンの種を植えていきます。い

よいよ、今年の農作業が本格的に始まります。

ホルモン処理も、受粉バチも問題
　ハウス栽培のナスやトマトなどは、ハチなどの昆

虫もなく、強い風もない、締め切ったハウスの中に、

早い時期に定植するので、花が咲いても着果できま

せん。

　そこで、慣行農法では、手作業でホルモン処理し

たり、受粉バチを入れたりするのですが、それぞれ

に問題があります。

　外来種のマルハナバチを入れて、最後に殺さなけ

ればいけないのも、自分勝手だし、ホルモン処理は

さらに心配です。
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　果菜類は、虫媒花であると同時に風媒花でもあ

るので、露地であれば一番花から着果するので心

配ないのですが、春一番の締め切ったハウスでは、

人工的な処理が必要になるのです。

　去年は、トマトを作っている東旭川の息子（甘

い水農園）が、一番花が着果しなくて苦労してい

ました。今年は対策を立てているようです。

心配な新品種の開発
　ところが、何か最近、種苗会社が、手間のかか

る受粉作業の必要がない新品種（単為結果性品種）

を開発して、農

作業の省力化や

効率化に寄与で

きると宣伝して

います。でも、

０－１テストし

てみると✖な

のです。

　単為結果性と

いうのは、雄しべの花粉がなくても着果するとい

う事で、マリア様から生まれたイエスキリストの

ようなものです。

　当然、できたトマトの種がなかったり、少なかっ

たりするそうです。農作業が軽減されるのは歓迎

ですが、大丈夫なのでしょうか。

　また、ナス

のヘタの所に

とげがあって、

これが刺さる

と結構痛いの

ですが、これ

またトゲなし

ナスが品種改

良されて出て

きています。

　これも、０－１テストで✖、何か不自然なと

ころがあるのでしょうか？

　ナスのトゲは 、厳しい環境で生き抜くために、

バラのようにトゲで武装して大事な実を鳥などか

ら守っている、というのが有力な説のようです。

ハウスで作るナスは、鳥や動物に食べられること

もないから、遺伝子も次第に変化して、単為結果

性のトゲのないナスが生まれたのかもしれませ

ん。

　そういえば、露地に植えたナスのトゲの方が刺

されると痛いような気がします。

ハウスや高栄養で保護されて次第に弱体化した作

物、という事も言えると思います。

 

　本来生命体を構成するシステムは、成長を促進

する遺伝子と、抑制する遺伝子が、お互いに拮抗

しながら、バランスよく働くように作られていま

す。

単為結果性ミニトマトの花

トゲのあるナス
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　ところが、何かの刺激（放射能や薬品、気候変

動、飢餓など）によって、遺伝子が、突然変異し

たり、欠損したりして、本来の性質を失うことが

あります。

　まさに単為結果性というのは、遺伝子の突然変

異によって、成長ホルモン（オーキシン）を抑制

する酵素を作り出す遺伝子が欠損して、成長ホル

モンが異常増殖した結果、種のない実が付いたの

です。

　遺伝子は環境に適応するために変異するのです

から、結果がヒトにとって、有害か、無害か、有

益か、無益かはともかくとして、自然と言えば、

自然ではあるのです。

作物の品種改良の歴史
　作物の品種改良の歴史は、以下の順番で変遷し

てきました。

　現在では、①～⑤まですべて行われていますが、

③は効率が悪いので、次第に

⑤のゲノム編集技術に置き換わっていくのではな

いかと思います。

① 自然界で起きた突然変異により性質が変化し

たものを選抜する

② 異なる品種をかけ合わせる交配育種 ( 交配に

よる品種改良のことです )

③ 人為的に強い放射線を当てたり化学物質をか

けたりして DNA を切って突然変異を起こさせ

る。

④ 別の生物から目的とする遺伝子を導入する遺

伝子組換え

⑤ 同じ生物の中でゲノム編集をする

　もともと、単為結果性の作物というのは、自然

の形で偶然に発見されたものなのですが、子孫を

残す為の種をつくるというエネルギーが弱くなる

わけですから、作物にとっては、永続可能な突然

変異ではないような気がします。

　さらに、ゲノム編集技術を用いた、リコピンが

通常の４倍もあるトマトが開発され、商品化され

るという事です。

　これも、もっと心配です。０－ 1 テストでは、

単為結果性よりもさらに✖です。

ゲノム編集技術により開発された高 GABA トマト（F1 系統）

写真提供 ：筑波大学

　ここまで書いて、時間切れになったので、4 月

号に続くにさせて頂くことにしました。次回はゲ

ノム編集について、さらに詳しく書いてみたいと

思います。
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ヤケオさん
の　援農日記

写真＆文　オサイヤケオ

　　

2月 5日
　陽射しがあると、2 月上旬でもハウスの中は暖

かい。裸足になっても平気である。春と勘違いし

た気の早い虫達がホウレン草の周りをうろちょろ

している。糸のようなトンボが豆がらの上を歩い

ていた。極細のからだのどこに強い生命力が宿っ

ているのか不思議である。

2月 11日
　以前勤めていた厚真町と日高の方面に向かう。

　海と山と牧場が織り成す景色が好きなのだが、

残念なことにあちこちでギラギラを目にするよう

になった。浦河には、廃線した日高線を観光資源

として活用しようと頑張っている人達がいるが、

牧歌的で素敵な駅舎の横にもギラギラができてし

まった。そんなに電気が必要なのだろうか？

　札幌から農園に向かう途中の小樽の山には、ブ

ンブンの計画があるらしい。テレビ塔より大きな

ものを 27 基も建設するというのだから、げっそ

りしてしまう。

　農園の横を走る鉄道も廃線が決まった。跡地が

ちゃんと利用されるように見守っていかなければ

ならない。

　講演会でお弁当を作ってくれる円山

の cafe に行く。「まほろばの農園まで

行くなんて相当の変わり者ですね。」と

オーナーに言われたが、笑って受け流

す。「健康って何だとおもいますか？」

と訊かれたが、僕は答えられなかった。

2月 13日
　本間青年とハウスの骨組の中で排雪

作業をする。農園に来たばかりの頃は、
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　「健康ってなんでしょうか？」会長と顧問に尋

ねてみた。「まほろばのものを食べなくても元気

でいることだよ」会長が笑いながら答えてくれた。

顧問と僕も笑った。

　顧問が会長を見つめながらしんみ

りと教えてくれた。「楽しく生きて

いることよ。私たちだってどっちか

がいなくなったら楽しくないだろう

しね。」

　帰りにお店に寄ってみる。お客さ

んも店員さんもニコニコしている。

まほろばに集う人はみんな健康のよ

うである。

　積もりに積もっていた倉庫の屋根の雪が落ちま

した。甲田夫妻は危うく巻き込まれるところだっ

たようです。

　もうすぐしたら苗作りも始まりますので遊びに

来て下さい。

　　

何をしてもすぐバテていた彼

だったが、今は 1 時間くらい除

雪しても平気である。仁木の空

気と顧問のレシピで元気になっ

たそうだ。

　高価な作業用の手袋をしてい

るので、理由を尋ねると、「手は

感情にとってとても大切なとこ

ろだから大事にしないと」と教

えてくれた。丁寧に生きるとい

うのは、こういうことなのかも

しれない。泥だらけのまま使い

続けている黄色いイボイボ軍手が、自分の生き方

の象徴のようで恥ずかしくなった。

2月 26日
　何日か前の大雪が嘘のような暖かい日だった。

チンゲン菜は花を咲かしバッタも飛んでいる。「な

つさと」の中山夫妻、甲田夫妻が丁寧に草とりを

してくれたのだろう、ホウレン草は収穫するのが

もったいないくらい綺麗な列をなしている。
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中山  誠基中山  誠基　　

「懐しき未
さ と

来」
　　　　と私

仁木町との出逢い
　「自然栽培の木村秋則さんが北海道の仁木町
で農業指導されているらしい。視察しに行かな
いか」
　2013 年当時、IT 農業を推進している会社を
支援していた私は創業者から提案されて、９月
に仁木町を訪問した。歯のない木村さんが仁木
町のとある高台の農地を視察しながら、「見晴
らしはいい、水捌けはいい、風通りもいい、こ
こは最高だよ」と遠くに見える余市港に向かっ
て歯に噛みながらお話されていたのを今でも覚
えている。
　日本で初めてりんご栽培に成功した歴史を持
ち、本州から有名なワイナリーがより魅力的な
農地を求めてこちらに移住しているなんてお話
も聞いた。余市川に鮭の遡上が盛んなころ、命
尽きるまで傷ついた体を左右に揺らしながら必

死に昇っている生命の尊さと美しさに感動し
た。こんな自然豊かなところで生活できたらな
んて幸せなのだろうと、東京で生活していたわ
たしは、すぐには叶わない夢を観ていたのかも
知れない。

まほろばとのご縁
　そんな仁木町訪問で、映画「降りてゆく生き
方」のプロデューサーで弁護士の森田貴英さん
にお会いした。東京に帰ってからも森田さん
から自然発酵の酒蔵で千葉寺田本家のこと、
そして自然食品店の札幌まほろばのことを熱
心に教えてもらった。
　まほろば創業 30 周年に初めてまほろば本
店に訪問した。魅力的な品揃えと生命力ある

仁木町再訪時に奥様の奈月さんが、 会長夫妻に感謝の気持ちで
描いたイラストです



7まほろばだより
No.5410 22-041 3/4 

売り場の中心でエリクサー母水を無料提供され
ていて、タンクを担いで給水に来られているお
客様が絶えない。ここは天国かと心から驚いた。
このときわたしは少しでもまほろばに流れてい
る生命力を身近に置いておきたく、ご主人の宮
下周平さんの創られた無限心球『結』を購入し
ている。
　そして 2015 年、宮下さんご夫妻が東京に来
られたとき、森田さんと一緒の会食の場で、０
‐１テストで３食１０日間実践すれば、血液は
入れ替わり、病気の症状が消え、検査値が改善
されるという専務の宮下洋子さんの発言から
人体実験が計画された。その被験者としてメン
バーの中で一番電磁波を浴び、当時もっとも不
摂生であったわたしが選ばれたのは、まさに
『結』が繋いでくださったご縁だと信じて疑わ
ない。

１０日間の人体実験
　被験前に腸内細菌はじめ身体の検査を終えた
わたしは、宮下さんご夫妻のご自宅で１０日間、
早寝早起きし、毎朝の体調体温チェック、３食
毎回の０‐１テストによる食事と、小別沢のま
ほろば自然農園でのお手伝いをさせて頂いた。
最初の０‐１テストで、わたしの身体はとても
まずい状態であった。寝る前に仕方なく仕事の
ためにパソコンを開くと、翌朝の体温が低いこ

と。東京では麻痺していた身体に蓄積した電磁
波をアースするために農園を裸足で歩くことな
どした。
　しばらくすると重たい身体が軽くなり、感覚
が研ぎ澄まされ、内臓の遺物が背中から体外に
抜け出るような不思議な感覚を味わった。実験
の詳細は洋子さんがまとめてくださったレポー
トが公開されているのでそちらに譲るが、食事
では大好きなお肉を抜くことなく、身体の調律
は整い、さらに強靭なメビウスの輪が形成され
ることで低かった体温は上がり、肝機能の改善、
コレストロールバランスが逆転し、悪玉が減少、
中性脂肪が低下、尿の PHが改善など、担当医
が驚く結果となった。（この人体実験レポート
は米国NASAにも届いているらしい）
　わたしはこの１０日間で、宮下さんご夫妻か
ら命を救っていただき、さらに０‐１テストと
いうかけがえのない羅針盤の実体感と合わせ
て、その方法も伝授頂いたのだ。

妻と仁木町に再訪
　しばらくして、まさか、まさか、宮下さ
んご夫妻が仁木町で新規就農されるという
ニュースが森田さん経由で飛び込んできた。
　そして、この島国にも新型コロナウイル
スという暗雲が差し迫ってきた 2020 年２
月、宮下さんご夫妻がその対策と予防につ
いて札幌で講演されるということで、妻の
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奈月と一緒に参加し、翌日に思い出の仁木町で、
まほろば自然農園を訪問した。
　そこで突然、周平さんから「近くの農地が売
りに出ている、仁木町に移住しないか」とお誘
い頂いたのだ。予期せぬお言葉に思わず妻と一
瞬顔を見合わせてしまったが、お互い東京での
暮らしに限界を感じていたところだったので満
更でもない空気が流れる。
　妻は東京でグルテンフリーのお菓子づくりを
していた。コロナ禍に伴い契約していたキッチ
ンつきのイベントスペースの有効活用を自粛し
なければならない状況に追い込まれていたこと
もあり、彼女にとっても仁木町でより食材にこ
だわったお菓子づくりができることは絶好の機
会だと思えた。
　期せずして、仁木町移住計画の始まりとなっ
た。外に出ると、まほろば自然農園は真っ白の
銀世界、やさしく降りつづける細雪がわたした
ちを歓迎してくださっているかのようだった。

祖母ゆかりの地
　こうして紆余曲折がありながらも、2021 年
７月にわたしと妻は、ここ仁木町に移住した。
周平さんが『コロナと生きる』を上梓され、全
国から集まってきている頼もしいお仲間と毎週
会議を重ねながら、「懐しき未来」への想いを
共有し準備を進めている。

　移住を父に打ち明けたとき、驚いていたが咄
嗟に「それはおばあちゃんの生地の近くだぞ」
と示唆してくれた。わたしにとっては幼少期に
とても可愛がってくれた埼玉のおばあちゃんで
ある。祖父は父が中学生のときに急死されてし
まったので、わたしは仏壇の顔写真でしか知ら
ないが、数十年前に他界した祖母と一緒に実家
に帰った際にご挨拶をしている。祖母は小樽出
身である。祖父が仕事で小樽赴任になったとき
に祖母と出会って父が生まれた。「そうか、お
ばあちゃんがわたしをここに呼んでくれたんだ
ね」とわたしは父に返事した。
　もちろん宮下さんご夫妻の情緒と求心力がま
ほろばのみなさんがそうであるように、わたし
たちを護ってくださっていることは言うまでも
ないが、私がこうしていま仁木町のまほろば自
然農園で毎日研修生として立たせて頂いている
ことは『結』の必然だと思わずにはいられない。
ご縁に感謝しながら、今日も０‐１テストに従っ
てハウスに積もった雪を下ろしている。

（つづく）

お祖母ちゃん。 小樽にて

奈月さん、 初めての雪国で、 ハウスの大雪と大格闘の毎日。 えらい ‼

お祖父ちゃん。 小樽の海岸
にて


